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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月28日(2014.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耐酸化性材料を含み、トーチに無線周波エネルギーをもたらすことによって前記トーチ
内でプラズマを維持するために前記トーチを受け取るよう構成されている、誘導装置。
【請求項２】
　前記耐酸化性材料は無塗装材料を含む、請求項１に記載の誘導装置。
【請求項３】
　前記無塗装材料はアルミニウム合金を含む、請求項２に記載の誘導装置。
【請求項４】
　前記耐酸化性材料は、前記耐酸化性材料が酸素と反応した場合に負となる全電極電位を
もたらすよう選択される、請求項２に記載の誘導装置。
【請求項５】
　前記耐酸化性材料は、前記材料が相当に酸化すること無く、少なくとも１０時間、前記
トーチ内で前記プラズマを維持するために有効である、請求項１に記載の誘導装置。
【請求項６】
　前記誘導装置は、前記トーチを囲むように構成された誘導コイルを備える、請求項１に
記載の誘導装置。
【請求項７】
　前記誘導装置は、前記トーチを受け取るために構成された中心空隙を備えるプレート電
極として構成されている、請求項１に記載の誘導装置。
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【請求項８】
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、請求項１に記載の誘導装置。
【請求項９】
　前記耐酸化性材料は、無線周波源に電気的に結合されている、請求項１に記載の誘導装
置。
【請求項１０】
　前記誘導装置は、前記耐酸化性材料の少なくとも９７重量％を含む、請求項１に記載の
誘導装置。
【請求項１１】
　耐酸化性常磁性体を含み、トーチに無線周波エネルギーをもたらすことによって前記ト
ーチ内でプラズマを維持するために前記トーチを受け取るよう構成されている、誘導装置
。
【請求項１２】
　前記耐酸化性常磁性体は無塗装材料を含む、請求項１１に記載の誘導装置。
【請求項１３】
　前記無塗装常磁性体はアルミニウム合金を含む、請求項１２に記載の誘導装置。
【請求項１４】
　前記耐酸化性常磁性体は、前記耐酸化性常磁性体が酸素と反応した場合に負となる全電
極電位をもたらすよう選択される、請求項１２に記載の誘導装置。
【請求項１５】
　前記耐酸化性常磁性体は、前記材料が相当に酸化すること無く、少なくとも１０時間、
前記トーチ内でプラズマを維持するために有効である、請求項１１に記載の誘導装置。
【請求項１６】
　前記誘導装置は、前記トーチを囲むように構成された誘導コイルを備える、請求項１１
に記載の誘導装置。
【請求項１７】
　前記誘導装置は、前記トーチを受け取るために構成された中心空隙を備えるプレート電
極として構成されている、請求項１１に記載の誘導装置。
【請求項１８】
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、請求項１１に記載の誘導装置。
【請求項１９】
　前記誘導装置は、実質上プラチナから成る、請求項１１に記載の誘導装置。
【請求項２０】
　前記耐酸化性常磁性体は、無線周波源に電気的に結合されている、請求項１１に記載の
誘導装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　さらなる態様、特徴、実施形態、および実施例が、以下により詳細に記載される。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　耐酸化性材料を含み、トーチに無線周波エネルギーをもたらすことによって前記トーチ
内でプラズマを維持するために前記トーチを受け取るよう構成された、誘導装置。
（項目２）
　前記耐酸化性材料は無塗装材料を含む、項目１に記載の誘導装置。
（項目３）
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　前記無塗装材料はアルミニウム合金を含む、項目２に記載の誘導装置。
（項目４）
　前記耐酸化性材料は、前記耐酸化性材料が酸素と反応した場合に負となる全電極電位を
もたらすよう選択される、項目２に記載の誘導装置。
（項目５）
　前記耐酸化性材料は、前記材料が相当に酸化すること無く、少なくとも１０時間、前記
トーチ内で前記プラズマを維持するために有効である、項目１に記載の誘導装置。
（項目６）
　前記誘導装置は、前記トーチを囲むように構成された誘導コイルを備える、項目１に記
載の誘導装置。
（項目７）
　前記誘導装置は、前記トーチを受け取るために構成された中心空隙を備えるプレート電
極として構成される、項目１に記載の誘導装置。
（項目８）
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、項目１に記載の誘導装置。
（項目９）
　前記耐酸化性材料は、ＲＦ波源に電気的に結合される、項目１に記載の誘導装置。
（項目１０）
　前記誘導装置は、前記耐酸化性材料の少なくとも９７重量％を含む、項目１に記載の誘
導装置。
（項目１１）
　耐酸化性常磁性体を含み、トーチに無線周波エネルギーをもたらすことによって前記ト
ーチ内でプラズマを維持するために前記トーチを受け取るよう構成された、誘導装置。
（項目１２）
　前記耐酸化性常磁性体は無塗装材料を含む、項目１１に記載の誘導装置。
（項目１３）
　前記無塗装常磁性体はアルミニウム合金を含む、項目１２に記載の誘導装置。
（項目１４）
　前記耐酸化性常磁性体は、前記耐酸化性常磁性体が酸素と反応した場合に負となる全電
極電位をもたらすよう選択される、項目１２に記載の誘導装置。
（項目１５）
　前記耐酸化性常磁性体は、前記材料が相当に酸化すること無く、少なくとも１０時間、
前記トーチ内でプラズマを維持するために有効である、項目１１に記載の誘導装置。
（項目１６）
　前記誘導装置は、前記トーチを囲むように構成された誘導コイルを備える、項目１１に
記載の誘導装置。
（項目１７）
　前記誘導装置は、前記トーチを受け取るために構成された中心空隙を備えるプレート電
極として構成される、項目１１に記載の誘導装置。
（項目１８）
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、項目１１に記載の誘導装置。
（項目１９）
　前記誘導装置は、実質上プラチナから成る、項目１１に記載の誘導装置。
（項目２０）
　前記耐酸化性常磁性体は、ＲＦ波源に電気的に結合される、項目１１に記載の誘導装置
。
（項目２１）
　トーチ本体と、
　耐酸化性材料を含み、前記トーチ本体に無線周波エネルギーをもたらすことによって前
記トーチ本体内でプラズマを維持するために前記トーチ本体を受け取るよう構成された誘
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導装置と、
を備えた、トーチアセンブリ。
（項目２２）
　前記耐酸化性材料は無塗装材料を含む、項目２１に記載のトーチアセンブリ。
（項目２３）
　前記無塗装材料はアルミニウム合金を含む、項目２２に記載のトーチアセンブリ。
（項目２４）
　前記耐酸化性材料は耐酸化性常磁性体である、項目２１に記載のトーチアセンブリ。
（項目２５）
　前記耐酸化性材料は、前記材料が相当に酸化すること無く、少なくとも１０時間、前記
トーチ内でプラズマを維持するために有効である、項目２１に記載のトーチアセンブリ。
（項目２６）
　前記誘導装置は、前記トーチを囲むように構成された誘導コイルを備える、項目２１に
記載のトーチアセンブリ。
（項目２７）
　前記誘導装置は、前記トーチを受け取るために構成された中心空隙を備えるプレート電
極として構成される、項目２１に記載のトーチアセンブリ。
（項目２８）
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、項目２１に記載のトーチアセンブ
リ。
（項目２９）
　前記誘導装置は、ＲＦ波源に電気的に結合される、項目２１に記載のトーチアセンブリ
。
（項目３０）
　前記誘導装置は、前記耐酸化性材料の少なくとも９７重量％を含む、項目２１に記載の
トーチアセンブリ。
（項目３１）
　誘導結合プラズマを維持するよう構成されたトーチ本体と、
　耐酸化性材料を含み、前記トーチ本体内で前記プラズマを維持するために前記トーチ本
体に無線周波エネルギーをもたらすよう構成された誘導装置と、
　前記誘導結合プラズマにもたらされる種の光学発光を検出するよう構成された光学検出
器と、
を備える、光学発光装置。
（項目３２）
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、項目３１に記載の光学発光装置。
（項目３３）
　前記誘導装置は、実質上、耐酸化性常磁性体から成る、項目３１に記載の光学発光装置
。
（項目３４）
　前記光学検出器は、光電子増倍管または回折格子を備える、項目３１に記載の光学発光
装置。
（項目３５）
　前記誘導装置に電気的に結合された無線周波発生器をさらに備える、項目３１に記載の
光学発光装置。
（項目３６）
　誘導結合プラズマを維持するよう構成されたトーチ本体と、
　耐酸化性材料を含み、前記トーチ本体内で前記プラズマを維持するために前記トーチ本
体に無線周波エネルギーをもたらすよう構成された誘導装置と、
　前記誘導結合プラズマにもたらされる種を励起するための光をもたらすよう構成された
光源と、
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　前記励起された種を検出するよう構成された検出器と、
を備える、原子吸光装置。
（項目３７）
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、項目３６に記載の原子吸光装置。
（項目３８）
　前記誘導装置は、実質上、耐酸化性常磁性体から成る、項目３６に記載の光学発光装置
。
（項目３９）
　前記光学検出器は、光電子増倍管または回折格子を備える、項目３６に記載の光学発光
装置。
（項目４０）
　前記誘導装置に電気的に結合された無線周波発生器をさらに備える、項目３６に記載の
光学発光装置。
（項目４１）
　誘導結合プラズマを維持するよう構成されたトーチ本体と、
　耐酸化性材料を含み、前記トーチ本体内で前記プラズマを維持するために前記トーチ本
体に無線周波エネルギーをもたらすよう構成された誘導装置と、
　チャンバと流体的に連結され、質量電荷比に基づいて種を分離するよう構成された質量
分析器と、
を備える、質量分光計。
（項目４２）
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、項目４１に記載の質量分光計。
（項目４３）
　前記誘導装置は、実質上、耐酸化性常磁性体から成る、項目４１に記載の質量分光計。
（項目４４）
　前記誘導装置は、アルミニウム合金から成る、項目４１に記載の質量分光計。
（項目４５）
　前記誘導装置に電気的に結合された無線周波発生器をさらに備える、項目４１に記載の
質量分光計。
（項目４６）
　前記質量分光計に結合された追加の質量分光計をさらに備える、項目４１に記載の質量
分光計。
（項目４７）
　前記質量分光計に結合されたガスクロマトグラフシステムをさらに備える、項目４１に
記載の質量分光計。
（項目４８）
　前記誘導装置は、前記耐酸化性材料の少なくとも９７重量％を含む、項目４１に記載の
質量分光計。
（項目４９）
　前記誘導装置は無塗装材料を含む、項目４１に記載の質量分光計。
（項目５０）
　前記耐酸化性材料は、前記材料が相当に酸化すること無く、少なくとも１０時間、前記
トーチ内で前記プラズマを維持するために有効である、項目４１に記載の質量分光計。
（項目５１）
　プラズマ生成方法であって、
　ガスをトーチ本体に導入することと、
　耐酸化性材料を含む誘導装置を使って前記トーチに無線周波エネルギーをもたらすこと
と、
　前記プラズマを生成するために前記トーチ本体内で前記ガスに点火することと、
　を備える、プラズマ生成方法。
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（項目５２）
　前記誘導装置は無塗装耐酸化性材料を含む、項目５１に記載の方法。
（項目５３）
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、項目５１に記載の方法。
（項目５４）
　相当な酸化が前記誘導装置で発生すること無く、少なくとも１０時間、前記トーチ本体
内で前記プラズマを維持することをさらに備える、項目５１に記載の方法。
（項目５５）
　相当な酸化が前記誘導装置で発生すること無く、少なくとも１００時間、前記トーチ本
体内で前記プラズマを維持することをさらに備える、項目５１に記載の方法。
（項目５６）
　プラズマ生成方法であって、
　ガスをトーチ本体に導入することと、
　耐酸化性常磁性体を含む誘導装置を使って前記トーチに無線周波エネルギーをもたらす
ことと、
　前記プラズマを生成するために前記トーチ本体内で前記ガスに点火することと、
　を備える、プラズマ生成方法。
（項目５７）
　前記誘導装置は無塗装耐酸化性常磁性体を含む、項目５６に記載の方法。
（項目５８）
　前記誘導装置は、実質上アルミニウム合金から成る、項目５６に記載の方法。
（項目５９）
　相当な酸化が前記誘導装置で発生すること無く、少なくとも１０時間、前記トーチ本体
内で前記プラズマを維持することをさらに備える、項目５６に記載の方法。
（項目６０）
　相当な酸化が前記誘導装置で発生すること無く、少なくとも１００時間、前記トーチ本
体内で前記プラズマを維持することをさらに備える、項目５６に記載の方法。
（項目６１）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、耐酸化性材料を含む誘導装置を
提供することを備える、方法。
（項目６２）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、耐酸化性常磁性体を含む誘導装
置を提供することを備える、方法。
（項目６３）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、実質上、耐酸化性材料から成る
誘導装置を提供することを備える、方法。
（項目６４）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、実質上、耐酸化性常磁性体から
成る誘導装置を提供することを備える、方法。
（項目６５）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、耐酸化性材料から成る誘導装置
を提供することを備える、方法。
（項目６６）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、耐酸化性常磁性体から成る誘導
装置を提供することを備える、方法。
（項目６７）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、アルミニウム合金を含む誘導装
置を提供することを備える、方法。
（項目６８）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、アルミニウムを含む誘導装置を
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提供することを備える、方法。
（項目６９）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、実質上アルミニウム合金から成
る誘導装置を提供することを備える、方法。
（項目７０）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、実質上アルミニウムから成る誘
導装置を提供することを備える、方法。
（項目７１）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、アルミニウム合金から成る誘導
装置を提供することを備える、方法。
（項目７２）
　プラズマの生成を容易にする方法であり、前記方法は、アルミニウムから成る誘導装置
を提供することを備える、方法。
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